
上
ノ
国
の
中
世
の
館
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檜
山
管
内
上
ノ
国
町
の
夷
王
山
（
い
お
う
ざ
ん
）（
１

５
９
メ
ー
ト
ル
）
に
登
る
と
、
眼
下
に
天
ノ
川
が
日
本
海

に
注
ぎ
、
河
口
の
両
側
に
湾
曲
す
る
海
岸
線
を
一
望
で
き

る
。
中
腹
に
広
が
る
の
が
１
４
７
０
年
代
に
築
城
さ
れ
た

山
城
「
勝
山
館
」
の
跡
だ
。
城
に
は
推
定
２
０
０
戸
近
い

和
人
と
ア
イ
ヌ
民
族
と
が
一
緒
に
１
世
紀
以
上
も
暮
ら
し

て
い
た
。
現
地
に
立
つ
と
、
５
０
０
年
前
の
中
世
へ
の
ロ

マ
ン
を
い
や
応
な
し
に
か
き
た
て
ら
れ
る
。
23
年
前
に
始

ま
っ
た
発
掘
調
査
で
既
に
10
万
点
の
遺
物
を
掘
り
出
し
、

今
後
も
続
く
。

◆
ア
イ
ヌ
民
族
と

北
海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ
た
の
は
15
世
紀
の
和
人
の
山

城
、
勝
山
館
、
花
沢
館
と
洲
崎
館
の
跡
。
中
で
も
勝
山
館

跡
は
35
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
最
も
大
き
く
、
発
掘
も
先
行
し
て

い
る
。
二
つ
の
沢
に
挟
ま
れ
た
小
高
い
丘
と
い
う
地
形
を

利
用
し
た
自
然
の
砦
（
と
り
で
）
で
あ
り
、
漁
師
や
鍛
冶

屋
も
暮
ら
す
生
活
圏
だ
っ
た
。

勝
山
館
を
築
い
た
の
は
松
前
藩
の
祖
と
さ
れ
る
武
田
信

広
。
武
田
は
花
沢
館
の
あ
る
じ
、
蛎
崎
季
繁
の
客
将
と
し

て
１
４
５
７
年
の
ア
イ
ヌ
民
族
・
コ
シ
ャ
マ
イ
ン
と
の
戦

い
に
勝
ち
、
そ
の
手
柄
で
洲
崎
館
を
築
き
、
や
が
て
新
し

く
築
造
し
た
勝
山
館
に
移
り
住
ん
で
地
歩
を
固
め
た
。

発
掘
調
査
で
、
館
の
背
後
の
６
５
０
基
の
墳
墓
群
か
ら

和
人
の
墓
の
間
に
ア
イ
ヌ
民
族
の
墓
も
確
認
さ
れ
、
両
者

の
「
混
住
」
が
確
定
的
と
な
っ
た
。
当
初
か
ら
発
掘
調
査
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に
携
わ
る
同
町
教
委
文
化
財
課
主
任
学
芸
員
の
松
崎

水
穂
さ
ん
（
55
）
は
「
和
人
対
ア
イ
ヌ
と
い
う
対
立

的
な
図
式
で
は
こ
う
は
な
ら
な
い
。
お
互
い
に
受
け

入
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

館
主
が
住
ん
で
い
た
ら
し
い
住
居
跡
か
ら
、
専
用

井
戸
や
鉄
・
銅
の
加
工
場
跡
も
確
認
さ
れ
た
。
陶
磁

器
、
木
製
の
浮
き
（
漁
具
）、
ニ
シ
ン
や
マ
ダ
イ
の

骨
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
作
っ
た
と
み
ら
れ
る
シ
カ
や
ヒ

グ
マ
の
骨
の
狩
猟
道
具
（
骨
角
器
）
な
ど
、
人
々
の

館
で
の
暮
ら
し
の
遺
物
も
多
数
発
掘
さ
れ
た
。

◆
防
御
に
優
れ
た
館

勝
山
館
の
正
面
に
行
く
に
は
木
々
が
生
い
茂
り
、

Ｓ
字
カ
ー
ブ
の
上
り
坂
が
連
続
す
る
細
い
山
道
を
た

ど
る
ほ
か
な
い
。
館
を
攻
撃
す
る
側
は
見
通
し
が
利

か
ず
、自
分
を
防
御
兵
に
裸
で
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
。

15
分
ほ
ど
登
っ
て
よ
う
や
く
視
界
が
開
く
。
勝
山

館
は
段
々
畑
の
よ
う
に
３
段
の
平
坦
（
へ
い
た
ん
）

部
に
区
切
ら
れ
る
。
手
前
の
第
１
平
坦
部
と
中
央
部

の
第
２
平
坦
部
と
の
間
に
は
、
深
さ
８
メ
ー
ト
ル
の

Ｖ
字
形
の
空
堀
（
水
を
張
ら
な
い
堀
）
が
22
メ
ー
ト

ル
間
隔
で
２
列
横
た
わ
り
、
館
を
守
っ
て
い
る
。
空

堀
を
築
く
た
め
に
掘
り
取
っ
た
土
量
は
10
ト
ン
ダ
ン

プ
カ
ー
１
１
０
０
台
分
に
の
ぼ
っ
た
。

背
後
の
か
ら
め
手
に
た
ど
り
着
く
こ
と
も
地
形
的

に
難
し
く
、防
衛
能
力
に
優
れ
た
館
だ
っ
た
よ
う
だ
。

歴
史
の
ロ
マ
ン

か
き
た
て

歴
史
の
ロ
マ
ン

か
き
た
て

た
て


